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阿智村教育委員会 令和元年８月定例会会議録 

 

○ 会議日時 令和元年８月 20日(火)  午後１時 30分 

 

○ 会議場所  阿智村保健センター会議室 

 

○ 出席者  教育長：黒柳紀春 教育長職務代理：塚田紀昭 

委 員：原彰彦  委員：熊谷 歩 委員：熊谷恒雄 

【事務局】 

教育次長：熊谷修一（全体進行） 

保育園長：原 満 公民館兼社会教育係長：川上 悟  

子育て支援室長：島岡佐喜子 学校給食係長：石原哲成 

学校教育係：村田浩一 学校教育専門主事：羽生武彦  

学校教育専門主事 佐々木豊 学校教育専門主事 川上清宏 

児童家庭相談主事：佐々木栄子 

 

１ 教育長あいさつ 

 ・阿智中クラブのチャレンジゆうＡｃｈｉ移管について 

   中学、チャレンジゆうＡｃｈｉ、教育委員会、関係者が集まり学習会を持っ

た。阿智中学校では、社会体育活動としての阿智中クラブに職員は派遣できな

いとしており、村教委も同じ考え方である。移行期間をどの程度持つかについ

ては、来年３月末を目途に保護者とクラブ責任者の意向をまとめ、新年度には

なんとか新体制でスタ－トしたいと考えている。なかなか難しい問題であり慎

重に協議してまいりたい。 

 ・公用車の小中学校配備について 

   ８月５日、後藤正氏寄贈のハイエ－ス２台が第一小と阿智中に配備された。

カーナビとドライブレコーダーが装着されている。既存のスクールバス５台に

もドライブレコ－ダ－を装着するため、９月補正予算に計上していく。 

 ・少年消防クラブの募集について 

   広域連合及び村総務課から村内に少年少女消防クラブを結成したいとの要請

があった。小学生男女対象に希望者で結成。飯伊では８クラブが結成されてい

る。全国では 4,600クラブある。校長会の際に説明してクラブ員を募りたい。  

 ・阿智中学校女子バレーボール部北信越大会について 

   １.２回戦を突破し準決勝に進出した。３位決定戦で接戦の末に敗退し全国大

会出場は逃したがよく健闘してくれた。帰路、高速道路上で他車の落下物がバ

スに当たる事故が発生した。人身でなく車両事故で済んだのが幸いであった。 
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２ 協議事項 

（1）９月教育委員会関係補正予算（案）について 

・教育次長説明 

・承認 

（2）阿智村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例について（案） 

   保育園長説明 

  （熊谷恒雄委員） 

     未満児は有償、３歳児以上は無償化、副食費は家庭の収入によって負担

の有無が変わってくる。その予算はどこから支出されるのか知りたい。 

  （保育園長） 

     公立保育園は交付税に含まれて交付されている。保育園の運営費という

形では交付されない。消費増税分を保育料の無償化に充てることになって

いる。 

  （熊谷恒雄委員） 

    無償化されたことを保護者もきちんと理解しなければいけない。 

  （塚田委員） 

     子どもたちが教材などを購入する際の費用も国が負担していくのか。 

   （保育園長） 

    教材費や日用品等については保護者が負担することになっている。 

  （塚田委員） 

    改正することで不具合や不合理なところはないか。 

  （保育園長） 

     比較的小規模な地域型保育施設に対する連携の要件が緩和されてきた。

社会的には保育の質の面から問題視されている。阿智村にはこのような施

設がないので問題にはならないが。 

   （塚田委員） 

     保護者の負担はどのように変化するのか。 

   （保育園長） 

     対象者が一番多い第４階層の保育料は現在 19､000円だが、その全額が無

償化され、副食費の 4､500円が実費負担となる。 

   （熊谷恒雄委員） 

     飯田市などには特色ある幼稚園があるが、そのような保育園は園ごとに

保育料にかなりの差があるのか。 

   （保育園長） 

     特色分を上乗せした保育料を支払っても通いたいという保護者もいる。 

   ・条例承認 

（3）後援申請について 

   ① 橋上旗少年野球阿智大会（阿智ジュニアベースボールスターズ） 
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  ② 第５回東山道リコーダーまつり（東山道リコーダーまつり実行委員会） 

  ・２件ともに承認 

（4）その他 

  （熊谷恒雄委員） 

     社会体育活動でチャレンジゆうＡｃｈｉが設立された時から「学校職員

は外す」ということであったが、それが１０年以上経っても有耶無耶にな

っていてできていない。それを、この機会にということなのでぜひやって

いただきたい。学校における部活がどのようなものかということをもう一

度考え直すことも大事である。小学校の頃から親の姿勢をつくっていかな

いと。大人の意識を変えないといけない。学校職員は関わらないという当

然のことをぜひやっていただければと思う。 

（教育長） 

  中学校と村教委としては、国や県の指針が出されていること、職員に対す

る職務命令や生徒が負傷した際の補償問題等もあり、部活動でない社会体育

活動に職員が指導にあたることはできないと一貫している。基本線は持って

いるので今後もぶれないように進めたい。 

（塚田委員） 

  基本線を通していかないと部活動の在り方は変わっていかない。 

 

３ 報告・連絡事項 

（1）各係からの報告 

   ・令和２年度日本福祉大学自治体推薦入試について（学校教育係） 

・通学路安全推進会議について（学校教育係） 

・英検対策講座について（学校教育係） 

・保育園・小学校運動会の教育委員会出席について（保育園係） 

・第 63回長野県市町村教育委員会研修総会について（総務係） 

 （2）９月定例教育委員会の開催日について 

９月 26日（木）午後１時 30分  

（3）その他 

                          （閉会 午後２時 45 分） 

               教育委員 署名・捺印 


